
●
あ
っ
せ
ん
申
請
〜
紛
争
処
理
に
つ
い

て
ど
う
な
の
か
。
申
請
中
は
争
議
行
為

は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ス
ト
ラ

イ
キ
も
同
様
だ
。

０
９
春
闘
の
地
本

の
構
え
、
方
針
、
指
示
な
ど
、
行
動
内

容
は
ど
う
な
の
か
。

職
場
の
合
理
化
反
対
闘
争
〜
三
月
の

ダ
イ
改
の
支
社
提
案
は
具
体
的
な
作
業

ダ
イ
ヤ
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
労
働
条

件
は
会
社
側
が
一
方
的
に
や
っ
て
く
っ

る
の
で
は
な
い
の
か
。
労
働
条
件
の
明

示
義
務
を
迫
る
団
交
を
行
う
べ
き
だ
。

羽
越
線
・
い
な
ほ
事
故
、
宣
伝
行
動

の
チ
ラ
シ
内
容
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
の
責

任
追
及
が
さ
れ
て
い
な
い
。
Ｊ
Ｒ
信
濃

川
発
電
所
取
水
改
ざ
ん
は
、
８
７
〜
９

０
年
の
列
車
キ
ロ
が
増
え
た
時
期
か
ら

だ
。資

本
主
義
社
会
が
破
綻
し
労
働
者
が

ス
ト
ラ
イ
キ
で
闘
う
情
勢
に
あ
る
。
変

革
し
て
い
く
運
動
を
進
め
る
。
解
雇
撤

回
を
貫
い
て
い
く
こ
と
。

●
二
月
十
八
日
に
関
東
支
社
で
団
交
が

あ
っ
た
。
各
職
場
の
要
員
が
減
に
な
る

よ
う
な
提
案
が
さ
れ
た
。
会
社
提
案
は

要
員
減
の
み
の
内
容
だ
。

六
〇
歳
以
上
の
嘱
託
社
員
が
出
向
さ

れ
て
い
る
。
休
日
数
は
出
向
会
社
の
労

働
条
件
に
な
る
の
で
休
日
数
が
少
な
い
。

月
間
労
働
時
間
が
オ
ー
バ
ー
し
て
い
た

月
が
あ
っ
た
。
金
よ
り
も
休
日
を
要
求

し
た
が
一
方
的
に
金
が
振
り
込
ま
れ
て

い
た
。
主
任
の
発
令
を
出
向
会
社
が
し

た
が
主
任
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
な
い
。

労
基
署
の
活
用
も
含
め
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

●
職
場
で
は
、
東
労
組
と
Ｊ
Ｒ
労
組
と

の
対
立
が
あ
る
。

組
合
費
が
高
い
〜
六
〇
歳
以
降
、
国

労
へ
の
再
加
入
し
な
い
状
況
が
あ
る
。

出
向
会
社
へ
行
っ
て
国
労
に
残
っ
て
交

渉
す
る
窓
口
が
無
い
。
出
向
会
社
へ
の

是
正
が
で
き
れ
ば
国
労
に
残
っ
て
も
ら

え
る
の
で
は
な
い
か
。

主
任
に
合
格
し
た
。
主
任
者
研
修
に

三
〇
人
養
成
が
あ
っ
た
。
研
修
期
間
に

青
年
か
ら
国
労
の
組
合
員
か
ら
仕
事
の

面
で
お
世
話
に
な
っ
た
と
話
し
て
い
た
。

エ
リ
ア
本
部
野
球
大
会
が
五
月
十
四

〜
十
五
日
に
大
井
埠
頭
中
央
海
浜
公
園

野
球
場
で
開
催
さ
れ
る
。
多
く
の
参
加

を
お
願
い
し
た
い
。

●
米
坂
線
の
ワ
ン
マ
ン
化
に
つ
い
て
交

渉
し
て
き
た
。
山
線
で
の
単
線
運
転
は

無
謀
だ
。
大
雪
の
時
は
厳
し
い
状
況
に

な
る
。
利
用
者
に
対
し
て
会
社
側
の
対

応
は
ど
う
な
の
か
。
ワ
ン
マ
ン
化
は
避

け
て
通
れ
な
い
が
他
線
区
へ
の
波
及
を

く
い
止
め
て
い
く
。

上
越
線
の
Ｃ
Ｔ
Ｃ
化
〜
夜
間
は
貨
物

列
車
が
多
く
走
る
が
、
要
員
が
削
減
さ

れ
現
場
で
の
対
応
が
厳
し
く
な
る
。

Ｊ
Ｒ
信
濃
川
発
電
所
の
取
水
改
ざ
ん

〜
一
般
の
社
員
が
切
な
い
思
い
を
し
て

い
る
。
Ｊ
Ｒ
の
社
会
的
責
任
を
追
及
し

て
い
く
。

●
職
場
で
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
長

岡
駅
で
の
線
間
清
掃
で
列
車
に
ぶ
つ
か

り
そ
う
に
な
っ
た
。
作
業
の
打
ち
合
わ

せ
が
明
確
で
な
く
作
業
内
容
が
徹
底
さ

れ
て
い
な
い
。

重
連
機
関
車
か
ら
転
落
事
故
が
発
生

し
た
。
屋
根
の
除
雪
作
業
が
あ
り
三
人

が
作
業
、
ひ
と
り
だ
け
し
か
安
全
ベ
ル

ト
を
着
用
し
て
な
か
っ
た
。

エ
ル
ダ
ー
社
員
の
国
労
加
入
に
つ
い

て
、
全
員
が
再
加
入
し
た
が
賃
金
が
減

額
に
な
り
、
厳
し
い
状
況
だ
。
春
闘
行

動
は
三
月
四
日
に
地
域
の
仲
間
と
春
闘

交
流
集
会
を
開
催
す
る
。

●
並
行
在
来
線
の
問
題
に
対
し
て
、
発

言
が
少
な
い
の
で
感
心
が
な
い
の
で
は

な
い
か
。
六
月
六
〜
七
日
、
妙
高
市
で

地
域
住
民
も
含
め
た
運
動
が
展
開
さ
れ

る
。
開
業
し
て
い
る
線
区
に
つ
い
て
国

労
は
、
ど
う
運
動
を
や
っ
て
き
た
の
か
。

あ
っ
せ
ん
案
に
つ
い
て
、
中
労
委
判

断
と
説
明
が
あ
っ
た
が
不
公
平
で
、
あ
っ

せ
ん
申
請
し
た
、
そ
れ
で
良
い
の
か
。

●
あ
っ
せ
ん
申
請
〜
エ
ル
ダ
ー
社
員
の

不
公
平
が
発
生
し
て
い
る
。
現
実
の
不

公
平
の
調
査
を
。
期
限
を
切
ら
ず
に
交

渉
・
調
査
を
進
め
て
い
く
。

新
型
投
排
雪
車
の
本
線
で
の
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
て
い
る
。
Ａ
Ｔ
Ｓ
の
切
り

替
え
ミ
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
て
い
る
。

会
社
は
三
年

以
内
の
社
員
を
対
象
に
飲
み
会
を
実
施
。
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●
貨
物
の
現
状
に
つ
い
て
〜
徹
底
的
な
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
。
黒
字
だ
が
社
員
に
転
嫁
し

て
い
な
い
。
貨
物
労
は
定
昇
も
あ
き
ら
め

て
い
る
。
ダ
イ
改
で
は
要
員
の
削
減
が
提

案
さ
れ
て
い
る
が
業
務
量
は
同
じ
だ
が
作

業
量
の
見
直
し
で
削
減
さ
れ
て
い
る
。
次

は
職
場
の
切
捨
て
に
な
っ
て
く
る
。

出
向
嘱
託
社
員
の
労
働
条
件
に
つ
い
て

交
渉
し
た
。
会
社
側
は
明
確
な
回
答
が
で

き
な
い
状
況
だ
。
新
年
度
に
入
っ
て
か
ら

本
社
か
ら
新
人
事
賃
金
制
度
の
提
案
が
さ

れ
る
模
様
だ
。
四
十
八
歳
を
上
限
で
、
そ

の
後
に
賃
金
が
減
少
す
る
賃
金
体
系
だ
。

Ｊ
Ｒ
カ
ー
ド
廃
止
の
提
案
が
さ
れ
た
。

社
員
の
利
用
率
は
７
５
％
。
こ
れ
が
多
い

か
少
な
い
か
判
断
で
き
な
い
。

●
投
排
雪
列
車
が
九
台
導
入
さ
れ
た
。
除

雪
作
業
に
つ
い
て
評
判
が
悪
い
。
除
雪
後

只
見
線
で
は
列
車
が
止
ま
る
。
Ｍ
Ｒ
が
除

雪
に
出
た
。

●
並
行
在
来
線
〜
知
事
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
は
無
責
任
な
答
弁
だ
っ
た
。
国
や

Ｊ
Ｒ
の
負
担
が
な
い
と
維
持
で
き
な
い
。

関
係
十
一
道
県
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
知
事
は
、
ひ
と
ご
と
の

よ
う
な
答
弁
に
な
っ
て
い
る
。
知
事
の
姿

勢
を
変
え
て
、
国
・
Ｊ
Ｒ
へ
の
負
担
さ
せ

る
。
六
月
六
〜
七
日
に
沿
線
地
域
も
含
め

て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

沿
線
行
進
を
、
直
江
津
↓
春
日
山
↓
関

山
↓
妙
高
な
ど
展
開
す
る
。
七
日
に
地
域

と
住
民
集
会
を
開
催
す
る
。
専
門
的
な
分

析
・
交
流
が
必
要
だ
。

五
十
五
歳
で
賃
金
ダ
ウ
ン
す
る
。
作
業

量
の
軽
減
を
求
め
て
い
る
が
厳
し
い
労
働

状
況
だ
。

●
米
坂
線
の
ワ
ン
マ
ン
運
転
化
は
組
織
内

で
の
交
渉
で
は
解
決
し
て
い
か
な
い
。
ど

う
運
動
を
つ
く
っ
て
い
く
の
か
。

エ
ル
ダ
ー
社
員
の
希
望
が
、
か
な
え
ら

れ
な
い
。
職
種
・
地
域
に
つ
い
て
一
回
目

は
希
望
ど
う
り
だ
っ
た
が
二
回
目
は
、
な

か
な
か
厳
し
い
。

エ
ル
ダ
ー
社
員
や
嘱
託
社
員
の
組
合
費

が
高
い
と
感
じ
る
の
は
〜
何
を
求
め
て
い

く
の
か
、
労
働
条
件
を
ど
う
改
善
し
前
進

し
て
い
く
の
か
。
運
動
を
起
こ
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
上
越
線
の
業
務
委
託
化
〜
落
し
物
や
ポ

イ
ン
ト
の
不
転
に
つ
い
て
対
応
が
困
難
だ
。

夜
間
の
ポ
イ
ン
ト
不
転
は
近
く
の
駅
か
ら

急
行
す
る
。
緊
急
発
生
時
、
ポ
イ
ン
ト
不

転
な
ど
、
運
転
取
り
扱
い
業
務
に
な
る
の

か
。

●
運
転
協
は
乗
務
・
地
上
・
工
作
か
ら
な

る
。
運
動
が
低
迷
し
て
い
る
。
こ
の
一
年

間
で
地
上
勤
務
者
で
も
運
動
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
。
地
上
分
科
会
を
立
ち
上
げ
る
。

五
月
二
十
三
日
に
幹
事
会
を
開
催
す
る
。

幹
事
を
各
職
場
か
ら
選
出
し
て
欲
し
い
。

や
っ
と
拡
大
地
方
委
員
会
の
情
報
が
終

わ
り
ま
し
た
。
な
る
べ
く
早
く
組
合
員
の

皆
さ
ん
に
届
け
よ
う
と
心
が
け
て
い
ま
す

が
、
少
し
遅
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
春
闘
や
中
央
行
動
や
さ
ま
ざ

ま
な
行
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
職
場
の
闘

い
が
運
動
の
一
番
大
事
な
と
こ
ろ
だ
と
考

え
ま
す
。
職
場
の
労
働
条
件
改
善
に
向
け

て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
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①ＪＲ不採用問題

本部・エリアでも確認されているが年度末まで集中して取

り組んでいく。２月２３日から函館闘争団が新潟でオルグを

展開する。酒田でもオルグや交流集会が開催される。３月に

中央行動・議員会館前座り込みなど行動が展開される。４月

１日にも集会が中央で計画されている。全力で取り組んでい

く。

②労働条件改善・安全問題

関連会社で死亡事故が発生するなど、輸送障害が多くなっ

ている。具体的事象など日常的に把握していくことに弱さが

ある。安全総点検運動は分会の中で、どんな取り組みがされ

ているか。機関運営を進めていく。運動の手引きを作成する。

③並行在来線の闘い

今後とも地域の足、貨物の動脈だと発言があった。対策委

員会の設置。６月６～７日の行動の取り組みを強化していく。

④ＪＲカード廃止反対の署名に全力を上げる。廃止に追い込

んでいく。他労組への協力を訴えていく。

⑤０９春闘について

３月６日の春闘総決起集会を開催、成功させる。春闘行動

が企画されている。３月１４日は学習会を開催する。ＪＲ不

採用事件の闘いと結合していく。

⑥組織拡大について

秋田地本で国労加入がありエリアの大会以降１６名の拡大

になる。具体的行動について議論していく。

自民党の末期症状が漂う中で国民の暮らしを守っていく闘

いを強めていこう。


